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証券情報システムの開発
Design of SecuritYInformation SYStem

日立一班作所が数年にわたり証券情報の伝達を機械化する臼的で,束京証券取引所

及び大阪証券取引所と共同研究を続けてきた｢証券市場情報システム+が,去る昭

和49年9月に稼動を開始した｡この仰のシステムは､アメリカには例があるが我が

国では細めてのシステムである｡

正券r行場情報システムは,東京証券取引所及び人阪証券取引析の各巾場情報伝達

システムと,これらのシステムから株価情事掟を人手し,全回にサービスする市況情

報センタ∬のQUICKシステムとによ川野成される0

この論文は,これらシステムを構成する,各オンライン システムにつき,その概

要をまとめて述べたものである｡

口 緒 言

証券業界のオンライン化が進む中で,証券情報の情報革命

ともいわれる｢証券市場情報システム+が開発された｡

この程のシステムはアメリカでは約10年前から既に実用化

されており,現在ではこのシステムなしでは証券会社は成I)

立ち得ないとまでいわれているが,我力咽にとっては初めて

のシステムである｡

証券市場情報システムの稼動により,迅速,且つ正確な株

価表示を行なうことができ,投資家に公平な投資の機会を与

えることが可能となり,その影響する意義は極めて大きい｡

ここで,そのシステムを構成する,東京証券取引所(以下,

東証と略す),及び大阪証券取引所(以1ご,大証と略す)両市場

の情報伝達システム,及び市況情報センターのQuotationIn-

formation Center Kabushikigaisha(以下,QUICKと略す)

システムの各オンライン システムの概要について紹介する｡

囚 証券市場情報システムの背景

昭和42年1月束正では,証券業界全体の業務の近代化を推

進するため,証券取引井本問題才紺J委主星会に業務近代化部会

を設滞した｡同部会は,会妄iの電イー計一算機関係実務抑.当称二

よる専門委員会を設け,証券業務の近代化について前向きの

検討を開始した｡

その結見 近代化の対象となったのは,(1)売買+ンニ会場にお

ける約延値段,及び呼び値などの市場伸幸ti,(2)売買約定が成

立した場合にその内客を仁ミ達する,情報伝達の機械化計画で

あった｡

-･ガ,昭和43年12月大証においてもこれと並行して証券業

務改善特別委員会が設けられ,翌44年5月,束証と時を同じ

く して情報†去達の機械化計画がまとめられた｡

その内谷は,基本的には両者とも同一一一のものであった｡

情報伝達の機械化計画の目的は,大別して次の3項から成

っている｡

(1)情報伝達機構の改善

各銘柄の約定他段や呼び値が,店頭へ伝達されるには相当

な遅れがあるため,これを改善して′削寺,投資家に対し最新

の情報を提供し得るようにすること｡

(2)約定内容仁ミ達の迅速化
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会員店頗への約定内容の伝達が遅延するので,これを改善

して顧省にその約定内寄が速やかに仁ミ達できるようにする

こと｡

(3)売買監理諸資料の作成

証券の適正な価格形成と,円滑な流通を確保するための売

買監理の各純資料は,常に整備されていなければならないが,

従来,必ずしも十分とはいえなかったため,この而の改善を

行なうこと｡

Il獅ロ44年11月,日立鮒乍所は東証,及び大証とそれぞれ共

同研究に人り,証券情報伝達業務の機械化計耐二村する具体

案の検討を開始し,翌45年6月の共同研究終了時まで,約さl乞

判子りを賛してこのシステムの原案が作成された｡

その後,東証,大証佃1牧引所におし､て改めて検討が進めら

れた結果,機械化の目的として｢情報仁王達機構の改#+にそ

の仕′卓二が希交られた｡

更に,相場報道はその-一部を報道会社に託し,多くの利用

者の期待にこたえられるよう情報に適切な加工を施したり,

各校端末装荷を開発する業務が預託されることとなった｡こ

れを′受けて昭手口46年10月,QUICKが発足し,ビデオ デ‾タ

端末(VDT)による証券市場情報のサービスを仝[卦一斉に行

なうこととなった｡

ここに至る憫,仙川丈引所はシステムの構想については,常

に証券業界全体の英知と合意により検討が進められてきたた

め,昭和49年9月のシステム稼動時には,報道関係システム

をも含めて､証券業界全休が非常にスムーズにシステムのや

人に踏み切ることができた｡

61 システムの構成

証券市場情報システムは,図1に示すように東証,及び大

詐の1け場情報伝達システム,並びに市況情報センターのQUICK

システムの3システムから構成されている｡

各システムの中央装置は,東証システムがH-8500改,大証

システムがH-8250改のデュプレックス方式を,また,QUICK

システムは東京･大阪の両システムともH-8450,2台による

ロードシェア方式を採用している｡更に各システム間は専用

の通信回線で接続されており,束証システムとQUICKシステ

*
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▲ 東 証 シ ス テ ム
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0UICK(東京)システム

装置に表示するとともに･QU■CKシステムヘ送られ全国に設置LてあるVDT-

ムーiりは48,000BPS†大証システムとQUICKシステム抑ま,

1,200BPS2【叫練,またQUICKシステムの東京～大阪閃も

1,200BPS211+視で接続されている｡

田 東証･大証両システム

4,】‡既 要

火仙人沌で行なわれていた,従米の業務概略は次に述べ

るとおりである･ユ ニニでは仲川川巾の業務内容は大略同一て

あるため,丸話[の場fナを例にとり述べる′､

大 証 シ ス テ ム

1,200BPSX2

0UICK(大阪)システム

注:KEY=キー入力装置DPB=立会場株価表示装置MCR=マークカード読取機LC=集線装置VDT-Ⅰ=クイックげオディスプレイ装置

馴 証券市場情報システム概念図
東証及び大証の両取引所で発生する株価は,それぞれの株価表示

lから問合せができる｡

注:嘗士通株式会社製

各証券会祉からの株売買の注文は,売買二､工会場にある｢ポ

スト+と呼ばれる仰二葉まる｡ポストにはJ･取会員(売買の媒

介をする人,大証では仲立会員という)がいて,ここで売買が

締結されるり売買が締結されたことを｢約定+と呼び,その

他Jてヱを約て右値段という｡

この約定値段は公定相場表示板(黒板)に記人される｡

つまり,売買の成立と同時にポスト員によリボールド員(黒

板に記入する人)に株の銘柄と約定値段カゞ手信号により連絡さ

れ,男根の当該銘柄欄に値段が記人される｡また,日本知波
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図2 東証システム概念図
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装置†株価通報テレビ･情報サービス会社などに出力される
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放送,及び時事通信社は,黒板上の時々刻々に変化していく

約定値段を見ながら,これを放送していた｡

東証システムは,これら人手によって処理されていた株佃

情報の伝達を機械化したものであり,売買立会場内において

時々刻々に発生･変化する株佃情報(約定値段,呼び他)を,

売買立会場内の各ポスト内に設置されているキー人力装置か

ら入力し,売買立会場内株価表示装置,証券会社店拍で利用

する通報テレビなどに対し即時に出力する｡また,同時に

QUICKシステムをはじめ,報道関係の日本葉豆波放送,暗二車通

信社,及び共同通信社の各システムにデータを送イ言Lている0

この機械化によi),次のような利点が挙げられる｡

(1)迅速,且つ正確な株価表示により,投資家に公平な投資

機会を与える｡

(2)人員の省力化

(3)デ椚タの集中管理による事務処理の合理化

東…証システムの概念閉を図2に示す｡

4.2 システムの特徴

証券取引所を機械化するということは,我が国では初めて

の試みであった｡

央絶 大証の両収引所は我が何でも1,2仰の収引品を拭

う大証券収引析である｡従って,システムの処稗能力,使び

障害発生時の社会的宗き響を考慮し,その処理能九 イ言求刑生｢rり

卜に垂∴-さこを置きシステムの設話十を行なった｡

処理能力の向__l二という点では,ソフトウェアを中心に検討

を行ない,専用オペレ∽ティング システム(以下,専用OS

と略す)の採用によるオーバヘッドの†氏減,マルチCommuni-

cation User Program(CUP)構造による享邑安業務の乍を先処

理,更に束証システムにおいては,一鶉り月OSの一部をファー｢

ムウェア化し,オーバヘッドの低減を[到っている｡

一一方,イ三相件のl叫上としては,アベイラビリティの向卜,

ダウンタイムの二如縦=二卑一存をE買いた｡その結果,中央装置に

ついては,梢成両でのイ‾ii軒享ノ阻rf】L(乃ため,主要機器の純或は

‾`.遷化を†京則とした｡

構成面での判患に加えて,一軒‾口OSできめ細かな障二.一章壬処理

を行なっており,システムダウンとなるのを臥址している｡

また,システムダウンとなったときには,回復所安時l…りを触

耕するため,F′Ⅰ動凹復,ワンタッチ オペレーションなど,オ

ペレータの介人を極ブJ仕も滅した｡

端末装置も【t+央装苫と何様に,単体機器の粁吉でシステム

ダウンとならないよう巧II点した｡具イ本糾Jには,ポスト内に設

-こ岸する人力装置は,傾数台を称一ポストに設置するととい二､

各人ブJ装吊は異なる制御装甚に接続し,ポスト内の全人ブJ装

置が同時に障害を起こすことのないような方式とした｡

株価表示装置は制御装置に予備機を設けることにより,プ

ログラムによる-りJ手車えを吋能にした｡また,束証システムに

おいては,オフライン機能を設け,フォーールバ･ソク モードで

の株価表ホを可能とした｡二れはオンライン動作中に中央装

置に障害が発生し,キⅦ人ブJ装置からの人力デ耶タが処理不

可能になった場合に用いられる機能である｡

すなわち,中央装置が停止していても,キー人力装置と株

価表示装置とが正常な場合には､銘柄電十キーをオフライン

偶に差し替えて,約延値段を入力すれば中央装置を経由せず

直二按株価表示装置にデータが送られ,当該銘柄欄に現在値と

してオフライン インジケータとともに表示される｡このフォ

ールバック モードでの株価表ホでは,各会名柄とも+呪在伯だけ

表示されて歩み,呼び値の表示は行なわない｡
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4.3 システムの構成

4.3.1 中央装置

束証,大証の両システムとも中央処理装置(CPU)は信相

性,処理能力など機能を強化した改造形のH-8500改(東言1E),

H-8250改(大証)をそれぞれ採用している｡

4.3.2 端末装置

東証の+ンニ会場に設置Lてある端末装置には,ポスト内に株

価の入力に用いるキー人力装置,及び株価や市況の問合せに

用いる問合せタイプライタを設置し,壁面に銘柄ごとの株価

を表示する株佃表示装置が設置されている｡また,人証にお

いても1司様に株価入力装置としてマークカード読取機(MCR),

中央装置からの情報(指令,及びエラー報告)を受信するメッ

セ【ジ プリンタがポスト内に設置され,壁面に株価衷ホ装置

が設置されている｡

束証システムに才采用した,キu人力装置,及び株価表ホ装

置はこのシステム用として新しく開発した端末装置である｡

図3,表1に東証キー入力装置とその仕様を,図4,表2

表l 東証キー入力装置イ士様 電子キーにより銘柄を選択L,約定値

段,呼び値,売買高などの情報をl,200BPSの通信回線を通Lて中央装置に送

信する端末装置である｡

項 目 仕 様

通 信 方 式 特定通信回線(D 5) 4線式単向方式

起動方式

通信速度

†司期方式

イ重用コード

端末起動方式

l′200BPS

調歩同期方式

+lSC6220了単位符号に準拠

言呉 り 検 出 水平･垂直パリティチェック 調歩チェック

銘柄選択

設定芸名柄数

キ

モニタ表示

電子キー(毒名柄対応),及び選択キーによる｡

最大24

テンキー10,ファンクションキー17,

コントロールキー6

数字表示部7けた

′∧芯･;

ダ嘗

ヽヽ

嶺遥

銘ご海輸
､磁

図3 東証キー入力装置 立会場のポスト内に設置されており,電子キ

ーによって銘柄を選択L,約定値段･呼び値･売買高を入力する端末装置である｡
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ア､¶●′か､′ゾ∨∵『㌫フ:

㌘煉イ～

嘗

図4 東証株価表示装置 立会場の3面の壁にl′10哨柄分が実装され,

各銘柄の株価を表示するし.

表2 東証株価表示装置仕様 磁気反転板トソトマトリックス方式によ

る表示装置であり,2欄銘柄ユニットと5憫銘柄ユニットの2種類があり,中

央装置から送られてくる株価情報を表示する端末装置である｡

項 目 仕 様

竺_竺__そ__ヂ⊥
起 動 方 式 一

票一室す‾f二二同 期 方 式 l

竺耳壬_｢[誤 り 検 出

表 示 素 子

表示駆動方式

特定通信回緑(D 5) 4綿式単向方式

中央起動‾方式

l.200BPS

調歩同期方式

+lS C 6220 7単イ立符号に準拠

H
表示ユニット

表示駆動 l

ユニット敷

表 示 君羊 数

予 備 方 式

平･垂直パリティチェック 調歩チェック

気反転板ト∴ソトマトリックス(5>こ7)方式

Y‾方式

2欄銘柄ユニッ ト/′5欄銘柄ユニット

最大384ユニット/ノ君羊

6群

表示制御,及び駆動部6系に対L予備l系

に東証株価表示装置とその仕様をそれぞれ示す｡また,図5

は,大証カード入力装置を示す｡

なお,大証の株価表示装置は高士通株式会社製である｡

日 QUICKシステム

5.1 概 要

QUICKシステムは,二女‾京､大阪の2仙l叶にコンピュータ

センタを設iぎ呈L,これらのセンタと束絶 大北システム伎び

全回の証券会社の本文札 機関投溌ノ家などに設罰してあるビ

デオ ディスプレイ音㌫末装置(VDT-1)とを適イf_子回綿で接続

している｡

両証券収り=叶からの株価情事【ま,日本紙済新聞社からの財務

肺報,及び■市況に関する経損ニュース,海外市況.総柄ニュ

【スなどが両センタのファイルに蓄えられ,仝l=Ⅰ主Jに.没拭され

ている約3,250f‾i(昭和50年2ケJ硯イ【二)のVl〕T-1からの間†ナ

せにオンラインで桁軸サMビスを行なっている｡
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.鬼

図5 大証カード入力装置 立会場内の各ポストに設置されて,株価を

入力するマークカード読取機である｡

VDT-1グ)設置台数は将来6,000千丁を超える見込みであり,

その規模は我が国でも一一,∴を争うオンライン システムで

ある｡

このシステムの稼動によr),討三券会社の官業マンは,従来

株価情報を入手するのに使用していた短波放送,ファックス,

電話などに変わり,卓上のVDT-1を叩いることにより,操

作盤のキーを押すだけで即時に希増する情報が得られるよう

になった｡すなわち,証券会社にいながら証券収引所の立会

場にいるのと全く同じ条件となることができ,また,以前で

は得られなかった各種の情報をも人手できるようになった｡

5.2 システムの特徴

QUICKシステムは,叶川i,f予約システムやバンキング シス

テムなどに貼られる才≠J.盲末書呈‾i2工か⊥l〕j近†iiきれる十榊拉により､小

火佃りジ〕フ丁イルを山新するシステムとはゝ1与なり､小一央側に讃

ノミノJれている†朋l-iをVl〕T-1を川いてJl(i会する,いわり〕るオ

ンラインlま-り丁㌻せシステムである__,また､システムの什桁も従

火のオンライン システムにはらまノ〕れない帖埠なものである｡

例えば､端末接続数は仝し叶で4,400Tこ=将寸土は6,0007∠;を超

える比jムみ)という大和且暇なものであり,_rl_つ-､ド1三JJぷ空事時=jは

3秒以‾卜であること,丸正･人計システムからの株価の人力

情報は中内旭†i言方式であり,一一ノ川Jに送†.三されてくる株佃情

糾を油紙Lてフ7イルに潜えなければな⊥､フないなどである｡

また,システムの昭二｢王子による仲止は,その/如ますところの

什全的‾旨‡壬‾■幣を名瀬すれば,.拝されないといっても過i了ではな

いであろうr_

以_卜のようなことを荊拙とLてシステム設.汁を行ない,次

に挙げる.ような機能をもった1‾､川立あるシステムを`ノこ成させる

こ とかできた二.

QUICKシステムの才.川さk

仙 ローートンェア‾方式による処.叩能九 ノ女びイ‾.i掛件の向ト

オンライン システムでは従水より憎いられているデュプレ

ックスノブJ℃は採用せず,新たにロードシェア万上(を開発した｡

二のん一J℃によれば,2fTの処理業甚がト小棒に権助するところ

から,処J埋能力がrF･]上L,接続可能端末数はイ.･川りする｡また,

並列逆転±なるためけ系のドJ:モニiji二によるシステムのスイッチオ

ーーバもなく.システムのイ‾.吉和(侶三が向上する｡
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すなわち,VDT-1は-リ三根洪こi･tこ(山‾‾卜,LCと晰‾㌻Jを介L

てローートンェ7‾ノJ■Jじを托=jした･-い火尊王;;～トと接続Lているため,

lJり丁卜州j潮はLCによりどち⊥lJか 一ノブグ‾)処+さl托装;;7工に人プJされ

る‥ 重た､LCにF抑こ〔婚約巨をもたせることにより,小火せミi;'-･二

什系･の肘叫‡に(.土,プログラム丈はオペレークに上りそグ)糸

のl【り維ノ)キャリアをオフにすることに′上りLCでこれを検出

L,ド糾子のヲ芭_′1二Lた州グ州税を卜抑壬して,･r二′.甘な州如二トラ

フイ･ソクをり三小きせることが‾‖丁能ヒち一り,小火仰の帖王子に上

る立言f.‡木川ダ｢7ンを1r】ユノ址l一ている･コ

ロ一トン_Lアノノー∫(の†末=Jにより,VDT-1の-･叩J心持‖与川

は,ローードンェア漣1州七0.6机 フォールバック迩虹帖川‾系

l立㌣1量子)3秒以‾卜とすることができたっ

(2)-ヤけJOSによるオーバへノド(7)帆械と柁作件のiハ=エ

ローードンェ7-ノ/J〔のサホート,/之び処Jさ蛸巨プ州卜のために

二〝)システム=】ヒLてヤJjJO Sを‡呈H絶Lた.〈･また,システム

の始刺峠やダウンLLり子糾‡にオペレrクの介人を椒力仏滅L,

拙作件のl｢り_卜をトズトーー+たい

(3)プログラムの介人しないニューース サービス仙如の=動‾出

所粍能

vDT--1には,lJり介せ機能に加え｢ニューース+去′J七の機能

がある.⊃ 二の機能は,オへレークが拙作ゴ提_L二･の｢ニュrス_j

キーを11叶打つと,一端鳴州ごと(約42秒)に小火に苔えられ

ているニュースが日朝的にl山柵に表ホされるものである｡二

表3 VDT･-1(H-9905)仕様 9形ブラウン管を使用し,一画面ほ8文

字,データ転送速度lノ200BPSのビデオディスプレイ端末装置である､｢

項 目 仕 様

通 信 方 式

走萱 動 方 式

通 信 速 度

特定通信回線(D-1)4練武幸二重方式

端末起動方式

】′ZOOBPS

同_竺___至__旦⊥_翌空空期方式
使 用 コ

ート

誤 り 検

JtS C6220 7単位符号に準寺処

古丁‾妄㌻盲妄エリ‾㌫う三‾㍍
表 示 画 面

表 示 文 字種

表示文字数

表示文字字体

表示文字の

________本_萱__旦
け ん 盤

調歩チェック

横180mmX縦】35mm 9形ブラウン管

128種.及びエラーシンボルマーク】種

lZ8(16字′ノ′′行X8行)

7X9ドット マトlトソクス

様6.3m一口X縫6.8mm

データキー10,ファンクションキー14

表4 集線装置(H-+60卜り仕様 入回線最大3Z回線を出回線最大4回

線に時分割スイッチにより接続する｡

項 目 仕 様

㌻一+
通 信 方

接続制御方式

通 信 速 度

特定通信回線(D-= 4線式半二重方式

キャリアON./OFFによる接続′/開放

1′200BPS

高頂‾‾丁‾妄丁‾‾蒜高表音‾‾【
使 用 コ ド ■ +lS C6220 7単位符号

入 回 線 数

出 回 組 数

接続スイッチ

ビ ッ ト 再 生

最大32(端末側)

最大4(中央側)

時分割スイッチ

ビット再生中継機能あり

嶺 争

図6 H-9905ビデオ ディスプレイ装置 9形ブラウン管を條用Lた

ビデオディスプレイ装置で,だれにでも容易に操作できるように操作部は電子

式卓上計算機並みに設計されている√,

の処刑_とには-卜火装道のチャネル♂うコマンドを不り川L,
オー/ヾ

へlソドグ)紙子成を[ギlっている｡

(4)だれにでも根作できる一作絹端末の採用

vDT-1はこのシステム偶に新Ii彬邑された-､】川1端末であり

だれにでも布端に推作できるよう創立され,拭作部は㍍-J′▲式

l;_i卜_計号†二胤臥みに-設計されている(図6巻貝てi)

(5)LCのj‾即†=ニュる回線コストグ)低減

二のシステムに仙糊されるVDT-1は,仝t二1三lに4,400fTが

分け丈L､二れに仙糊きゴーしる辿イー1州税を斤めて糾こ11規松のIlり線

舶を仙ノ丈Lている｡そこでこの[舶兢を絞り､rりけ与iiコストを‾卜

げるためLCをトi音二j了己し抹州した｡

二グーJLCのj一訓けこより,LC～Ltり川jの叶組ルートに対Iノ

多巾化による一ノ山川三をもたせ､【州朋8のイ.一淋什をIrり十一させる

ととい二,ローートンェ7‾ノノ∫〔をとる小火装iiノトの如言行をバラ

ンスきせることができ,処押能力の向⊥二を卜之lることができたし1

表3にVDTrl(H-9905)の,表4にLCグ川‥楳をそれぞ

れ′]ミす一

田 結 言

以L.汀[射い馴‾捕えシステムにつしゝてその他紫を述べた〔

二のシステムは,我力丁‥]における証券‾ユヒ横磯械化の取一≠♭

を印すトータル システムであり,従水の我が何におけるオン

ライン システムの小にJjいても･,∴を争う人規純なシステ

ムで才)る(⊃

QUICKシステムにおいては∴虹に端末装逝の州設が一汁州さ

れており,今接のヲ己駁は阿り知れないものがあるlつ

このような締めて公j川三の結いシステムのト那己に当たり,

その枚ぼす什仝r棚をき竿苧を巧佃Lて,機器の†‾.㍗如件,ノ之び処珊

能-ノJの帆-けを卜分に行ない,二れノブをシステムl設計に脚央さ

せた｡

終わりに,このシステムの開発に際し椎々御指#,御助力

をいただいた,東京大学宇宙航空研究所二Ⅰ二学博士楷坂 衛教

挽 東京証券取引所総務部武川部長(前システム管理案1三土り,

システム管理苓大そ‡宅士壬及び飯【-+課長,大阪証券取引析の沢

田常任理事,秘書室システム管理課尼子課長,並びに株式会

社市況情報センターの取締役企画部赤司部長及びシステム運

用部吉川部長をはじめ,その他の関係各位に対し深く感謝の

意を表わす次第である｡
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